2013年11月12日
特定非営利活動法人日本文化体験交流塾総会議題(2013年12月13日)

議案　株式会社小石川交流塾について
　日本文化の継承・発展・創造を目的とし、かつ外国人の日本文化体験や通訳ガイド事業の実施を拡大し、法的な基盤を強化するために、第2種の旅行業の資格を取得し、True Japan Tour を創設する。このため、株式会社小石川交流塾に対し、出資する。このため、第1から第2までの議案を提出する。
　なお、新会社への移行後の事業計画は、別紙のとおりとする。

第1　定款の変更について
　1　「株式会社小石川交流塾」を「True Japan Tour 株式会社」に変更する。
　2　　目的に「旅行業」を加える。
　3　　その他、増資に関し、必要な改正を行う。

第2　増資について
1　株式会社日本文化体験交流塾の現行の資本金５００万円(5万円１００株)を増資して、３０００万円以上の資本金とする。

2　増資の公募対象は、特定非営利活動法人日本文化体験交流塾の会員に限定する。

　1株5万円で10株以上とする。出資希望者が多数の場合、上限を設定する可能性がある。

3　特定非営利活動法人日本文化体験交流塾は、株式会社小石川交流塾の増資に対し、今後とも支配的な地位が保てるように、現金及び現物で出資する。
特定非営利活動法人日本文化体験交流塾が実施している外国人の日本文化体験や通訳ガイド事業については、その実施に必要とされる茶道道具、着物、浴衣、華道道具、書道道具、調理道具、木刀等の実物及びホームページ・顧客リスト等のノウハウを現物により出資する。
※現在、特定非営利活動法人日本文化体験交流塾は、株式会社小石川交流塾に対して、260万円出資しており、過半数による支配権を有している。
　 
4　出資に係るスケジュール
2013年
①　12月13日(金)　NPO日本文化体験交流塾会員総会

②　12月14日(土)  株式会社小石川交流塾において、増資希望者の受付開始

③　12月17日(火)  14時～16時　増資及び事業計画説明会
④　12月18日(水)  19時～21時　増資及び事業計画説明会

⑤　12月21日(土)  14時～16時　増資及び事業計画説明会
⑥　12月22日(日)　15時15分　関西支部総会
2014年
⑦　１月７日(火)  13時30分～15時30分　増資及び事業計画説明会

⑧　1月17日(金)　増資申し込みの締め切り
⑨　1月18日(土) 　日本文化体験交流塾の理事会において、当交流塾から出資額、各個人の増資割当額の考え方を株式会社小石川交流塾に伝える。
⑩　1月27日(月)  特定非営利活動法人日本文化体験交流塾の取締役会の決定を踏まえ、株式会社小石川交流塾において、個別の出資額を割り当てる
⑪　2月7日(金) 　 払い込み期限
⑫　2月頃　　　　　定款変更を申請

⑬　3月頃　　　　　都に対して、第2種旅行業の申請

⑭　5月以降　　　　旅行業の開始
※参考　第2種旅行業の資格
	第2種旅行業とは、『海外の募集型企画旅行』以外の全ての旅行契約を取り扱える旅行業登録をいいます。

　国内の旅行業務しか取扱わない場合には、旅行業務取扱管理者は国内の資格を持った方の選任で対応できますが、海外の業務(◎の業務)を行う際には、旅行業務取扱管理者は必ず総合の資格を持った方を選任する必要があります。基準資産額が一定以上であることが必要です。

基準資産額 ＝ 資産総額－繰延資産（創業費等）－営業権－負債の総額－営業保証金額（又は弁済業務保証金分担金）

例えば、資産が３０００万円・負債１０００万円・旅行業協会に未加入の会社の場合、営業保証金１１００万円が必要となりますので、３０００万円－１０００万円－７００万円＝１３００万円となり、基準資産額７００万円を満たすことになります。
新設の会社の場合には、基準資産額７００万円、営業保証金１１００万円で最低資本金１８００万円が必要となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙

2014年事業計画(株式会社小石川交流塾)
第1　ツアー名　
「True Japan Tour」(トゥルー・ジャパン・ツアー)　
第2　本ツアーの考え方
　海外からのお客様に対する観光ツアーとしては、従来から都内、富士・箱根、京都などのバスツアーが有名である。しかし、ますます多様化する外国人観光客に応えつつ、より深い日本理解を求める外国人に対応したグレードの高いツアーづくりも必要になってきた。

日本文化体験交流塾においては、日本文化の継承・発展・創造を基本理念として、これまでも、料理・茶道・着物等の日本文化体験や、首都圏や関西の観光ガイドにおいて、外国人観光客への観光サービス事業を実施してきた。
こうした活動実績を踏まえ、これをさらに発展させていくために、日本文化体験交流塾から事業を引き継ぎ、「True Japan Tour」を計画し、「Discover 　Japanese 　Nature,　Beauty 　&　Spirit」を標語として以下の日本の自然、美、心を海外に伝えることを目的としてツアーづくりを進める。

これにより、特定非営利活動法人日本文化体験交流塾の会員である通訳ガイドや日本文化の担い手の活動の場を作っていく。

1　日本の豊かな自然
　日本の国土は、山、湖、河川、海、島が点在し、四季の変化により、梅、桜、桃などの花々、新緑、湿原と池塘、高山植物、紅葉、積雪などの、多様な観光資源がある。また、この豊かな自然のなかで、米、麦、そば、野菜などの耕作物に加え、果樹や山菜、魚介類や海藻などの世界でも最も多様な食材が得られる国である。
　こうした日本の豊かな自然の魅力を常に探求して、分かりやすく海外に伝えていく。

2　日本の美しさ

　日本の美の基本は、豊かな自然に内在するものだが、さらにそこに住む人たちが育み、育ててきたものである。書院造りや数寄屋造りなどの建築、枯山水の庭園、盆栽、大名庭園など、原型は他国から伝えられたものでも、日本で独自の発展を遂げ、かつ技術として継承されてきたものが多くある。水墨画や浮世絵、障壁画などの絵画・美術作品、着物や陶芸、扇子などの生活・工芸品、華道・日本料理の隅々に、繊細で完成度の高い美意識がある。

　こうした日本の美の本質を理解し、的確な表現で海外に伝えていく。

3　日本人の心

　豊かな自然のなかで育まれた日本人の多神教的な世界観は、異なるものの共存を認める精神である。建築や工芸品を生み出した細部まで完成度の高い技術は、トヨタなどの機械工業、アニメなどソフト制作にも継承されている。さらに、「足るを知る」「一期一会」「武士道」などの基本にある精神は、自己の過剰な欲望の抑制と相手に対する思いやりであり、おもてなしの心ともいえる。

今日、資源の浪費による地球温暖化や、異なる宗教や異なる民族間の暴力や紛争があるなかで、日本人として継承してきた技術力、異質を許容する精神は、地球の環境や平和に寄与するものであり、日本人としの誇りを持って、海外に発信していく。
第3　多様な旅行事業への展開
1　全国的なロングツアーの開始
　東京、京都などの都市にとどまらず、JRパスの活用、宿泊を伴う長期ツアーを実施することにより、日本の自然、美、心を海外の人々に伝えていく。
	コース
	日　数
	訪　問　地
	一人当たり料金

	
	
	
	２名組
	４名組
	８名以上

	A
	7泊8日
	東京、富士山(河口湖)、京都、奈良、大阪
	300千円
	220千円
	170千円

	B
	８泊9日
	東京、富士山(河口湖)、京都、奈良、高野山、大阪
	330千円
	250千円
	195千円

	C
	10泊１１日
	東京、富士山(河口湖)、高山、白川郷、金沢、京都、奈良、高野山、広島
	500千円
	360千円
	270千円


　
2　 トゥルー・ジャパン・ツアーの特徴
	区　　　分
	既存ツァー
	True Japan Tour

	日程
	11泊12日

東京ホテル集合　大阪ホテル発
	10泊11日

東京ホテル集合　大阪ホテル発

	１人当たり料金
	3,099ドル  最大15人定員
	8人のとき　270,000円

	主な訪問地
	東京、長野、松本、高山、倉敷、京都
	東京、富士山(河口湖)、高山、白川郷、金沢、京都、奈良、高野山、広島

	観光ガイド等
	ガイド付き訪問地、5から6か所、他は自由行動　
	各訪問都市については、完全観光ガイド
主要施設の入場券込

	宿泊
	１回のディナーとホテル代　
部屋は相部屋
	各ホテル代と朝食込
部屋は、プライベートのみで利用

	ガイド形態
	・１人のスルーガイドがアテンド
・原則自由行動

・一部施設のみガイド
	・関東と関西は、各地区のガイドが日帰りでガイド
・金沢・高山は、中京地区その他の地区のガイドが対応

	
	企画募集型

月１回から２回程度募集

最少催行人数に達しない場合は、実施せず
	イージーオーダー型

・依頼があって初めて実施。3週間前までに、申し込み受付。確定後、ガイド、宿泊等をアレンジ

	参加者メンバー
	各国から参加。10人～15人
	プライベートグループ


3　多様なツアー・プログラム

　全国的なロングツアーにあわせて、既存事業の充実、新規プログラムの創設により、魅力あるオプションプログラムを提供する。
①体験事業の充実

(例)・浴衣購入型着付け、忍者・武士着付け
　　・お菓子づくり、お弁当づくり
　　・墨絵、

②　関東における日帰りツアーの充実

　　・目的・ターゲットを明確にした新しいツアーコース
　　　神楽坂、秋葉原、六本木、青山、建築、盆栽、川越など
　　・現地集合からホテル発コースへの統一
③　関西における日帰りツアーの充実
　　・高野山
④　英語以外のガイド事業の展開

　会員数が400名を超える中、フランス語、スペイン語、中国語、イタリア語、ドイツ語、ロシア語などの様々な言語の通訳案内士が増加しており、語学別の部会開催など、充実を図る。

⑤　中京地区など、関東・京阪神以外の地域の活動を活性化していく
⑥　MICE事業への展開
　　・宿泊・バス等を伴うコンベンション等のサポート事業の実施

　　・多様な体験プログラムとのドッキング

4　効果的な営業活動
①　新ホームページ

・IJCEEのホームページは、True Japan Tour 事業へ特化し、IJCEEランゲージスクールのホームページは、特定非営利活動法人日本文化体験交流塾のホームページとして、研修・教育事業に特化する。

・画面の幅の拡大、セカンドインデックスページ、多言語の充実、投稿ページの増設、予約システムの改善
・パンフレットの作成　ホテル等への働きかけ

②　内外エージェントへの販売

・トラベルマートへの出展　2年ぶり
国内及び海外エージェントへの販売
4

